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1 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標
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登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

新茶、一番茶上煎茶、一番茶煎茶、二番茶煎茶、ほうじ茶、番茶、玄米茶、粉末入
玄米茶、一番茶刈下ほうじ茶、水出し煎茶

有機抹茶　早春の香

品質、食品安全システムの構築
トレーサビリティシステムの構築
有機栽培茶の生産強化

ISO9001の審査登録の継続
AIB(American Institute of Baking)フードセーフティのシステムの運用
ISO22000の認証取得
有機JAS、NOP(米国統一基準)認証に加え、EU同等性の認定を受けた。

ISOシステムの構築と運用、継続的改善
品質、食品安全に関わるクレームの撲滅
電気、ガゾリン、廃棄物の３つを基本に環境保全の具体的な行動計画を作成、運用する。

わたらい茶生産グループ 2010/9/14

株式会社　新生わたらい茶 2010/9/7

・生産性向上への大型摘採機用茶園への整備を行い全体の50％程度達成。
　今後も引き続き整備を進め、80％を目標とする。

・異物混入による発生率は低減された。　発生率ゼロを目標とし、今後も取組む。
・ラジコンヘリによる、水稲の航空防除の停止活動にて、一地区ではあるがほ場（茶畑）に
隣接し
　飛散の恐れ（緩衝距離8メートル）がある水稲生産者と協議し航空防除の停止が達成され
た。
・生産グループ運営協力費にて堆肥袋詰め自動機を購入。

・異物混入の発生率の低減は、今後も引き続き発生率ゼロを目標として取組む。
・堆肥舎の老築化による、移転に向けた協議、計画案の作成。
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